ＧＣ研究懇談会２０１０年度　事業報告

2010年度GC研究懇談会の活動と行事

6月11日
：「304回ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会―


講演テーマ「水と安全に関わる分析技術」　　（オルガノ会議場）

7月28-30日
：第16回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会

－講義と実習ー　　　（首都大学東京）

8月20日
：「305回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会ー

　　　　　　　　（アサヒビール）

8月31日,9月1日
：SS2010（第306回）JAIMAコンファレンス



　　　　　　　　　　　　　　　　　（幕張メッセ国際会議場）

9月 1日 
：東京コンファレンス2010講習会（第307回）

（幕張メッセ国際会議場）

9月16日
：「308回 日本分析化学会第59年会 東北大学 講演会」

11月1-3日
：日中韓シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　（武漢）

12月3日
：「309回 特別講演会」


講演テーマ「現場分析の最前線」

（国立オリンピック記念青少年総合センター）

2月 25日
：「310回 総会と研究会」 


講演テーマ「カラム技術・分離の改善と最新の話題」

（薬業健保会館）

	


「第304回ガスクロマトグラフィー研究会」

2010年6月11日（金）　オルガノ会議室（東陽町）

講演テーマ「水と安全に関わる分析技術」

－招待講演－

「食品企業における品質保証現場の分析技術」


原田　雅己
サントリービジネスエキスパート（株）
－基礎講座－

「ヘッドスペース分析法初級講座」

安藤　晶
ジーエルサイエンス（株）

－主題講演－

「微量有機物分析に最適な超純水システム」

高橋　あかね
オルガノ（株）
－技術講演－
１．「Twin Line ＭＳを利用した水道水分析法の紹介」



田中　幸樹
（株）島津製作所
２．「トラップ-HS法による水中に含まれる様々な揮発性化合物の分析検討」


榎本　剛司
日本電子（株）
３．「ノンクライオーＰ＆Ｔ法による環境規制の取り組み」


寺西　敏夫
金陵電機（株）
４．「移動測定車による最新の水道水源水質分析技術の紹介」


田中　雅之　　テクノインターナショナル（株）
５．「水質固相前処理における自動化の利便性」


井口　えい子　　ジーエルサイエンス（株）
参加者　約80名

	


「第16回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」

2010年7月28日（水）～30日（金）首都大学東京　南大沢キャンパス

「応用（アプリケーション）のための基礎」

1日目　7月28日（水）－講義－

１　「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」

保母　敏行
都立大名誉教授
２　「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」

和田　豊仁
（株）島津製作所
３　「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」

安藤　晶
ジーエルサイエンス（株）
４　「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」

竹内　正博
（有）GC技術研究所
５　「GC/MSの基礎と応用例」

代島　茂樹
アジレント・テクノロジー（株）
６　「マススペクトル解析の基礎」


秋山　賢一
（財）日本自動車研究所

2・3日目　7月29日（木）30日（金）　－実習－　

4グループに分かれ4テーマ(2テーマについてはコースを選択)を実施　1テーマ／半日

テーマ1
：試料注入法
テーマ2
：GCにおける分離、カラムの選択
テーマ3
：試料の前処理・導入法（誘導体化・各種検出器）
テーマ4（下記テーマのうちいずれか１つ）
4-1
：GC/MS（定性分析の実際）

4-2
：GC/MS（定量分析の実際）

参加者21名

	


「第305回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会－

2010年8月20日（金）　アサヒビール（守谷市）

－講演－

「ポリフェノール成分の分離精製と活性評価」


田頭　素行
アサヒビール(株)
「ビールの官能評価とおいしさ追求の取り組み」

尾崎　一隆
アサヒビール(株)
参加者　33名

	


「第306回ガスクロマトグラフィー研究会」セパレーションサイエンス2010（SS2010）


ＪＡＩＭＡコンファレンス

2010年8月31日（火）、9月1日午前（水）　幕張メッセ国際会議場

講演テーマ「安全安心と快適を支える分離と検出の科学」

IC入門講座、FIA講習会、座談会、招待講演、特別講演等
－名誉講演－

「GC/MSでみた昆虫フェロモンワンダーランド」


山岡　亮平
京都工芸繊維大学
参加者　約150名
	


「第307回ガスクロマトグラフィー研究会」東京コンファレンス2010

2010年9月1日午後（水）　幕張メッセ国際会議場

講義テーマ「プロが教えるガスクロ自由自在」

「キャピラリーカラムと、その試料導入法　－やさしい基礎理論と間違いない選び方－」


古野　正浩
ジーエルサイエンス（株）

「GC,GC/MS導入時の注意点」


秋山　賢一
（財）日本自動車研究所

「目からうろこのGC理論」
竹内　正博
（有）GC技術研究所
参加者　約130名

	


「第308回ガスクロマトグラフィー研究会」－日本分析化学会第59年会－

2010年9月16日（木）　東北大学

「球面弾性表面波（ボールSAW）センサの開発とマイクロGCへの応用」


山中　一司
東北大学
参加者　約30名

	


「日中韓シンポジウム」参加協力と事務局
2010年11月1日（月）～3日（水）　武漢にて

Anal.Sciの特集号を企画

日本27名、韓国12名、米国3名、中国　約100名

	


「第309回特別講演会」

2010年12月3日（金）　国立オリンピック記念青少年総合センター

講演テーマ「現場分析の最前線」

－主題講演－

「離島における大気中VOC類の連続観測と発生源解析」


横内　陽子
（独）国立環境研究所
－基調講座－

「捜査と危機管理における現場分析」

瀬戸　康雄
科学警察研究所
「皮膚ガス・微量ガス成分用専用モニターの開発と、プロデューサーと

ユーザーの要素」

津田　孝雄
（有）ピコデバイス
－技術講演－

１．「トロイダル型イオントラップ質量分析計を採用したポータブルGC-MS GUARDION-7の装置と応用例」



東山　尚光
（株）エス・ティ・ジャパン
２．「酸化物半導体センサを用いたポータブル型分析計と今後の展望」


加藤信二・久世恭
新コスモス電機（株）
３．「現場で使用可能なポータブルTCD」


菱川　和則
液クロサイエンス（有）
４．「小型軽量高速GCのご紹介」


清水　明
日本サーモ（株）
５．「スターバー抽出のオンサイトサンプリングへの応用」


神田　広興
ゲステル（株）
６．「多様な試料導入と多彩な検出器を活用した現場分析用SRI社ポータブルGCの紹介」


野口　政明
テクノインターナショナル（株）
７．「新型トランスポータブルGC/MSの紹介」


中村　貞夫
アジレント・テクノロジー（株）
８．「オンサイトで使える超高速GCとそのパターン分析手法の紹介」


吉田　浩一
アルファ・モス・ジャパン（株）
参加者　約100名

	


「第310回ガスクロマトグラフィー研究会」－総会と講演会－

2011年2月25日（金）　薬業健保会館

講演テーマ「カラム技術・分離の改善と最新の話題」

－特別講演－

「イオン液体を用いたキャピラリーカラムの特性と応用」


西島　宏和
シグマアルドリッチジャパン(株)
－基礎講座－

「キャピラリーカラムの基礎/カラムの選択/上手な使い方」


藤井　大将
エス・ジー・イージャパン（株）
－技術講演－
１．「大口径カラムの未来」


森川　正巳
フロンティア・ラボ（株）
２．「超厚膜カラムについて」


金子　広之
東京化成（株）
３．「EZ Fast-GC法によるアミノ酸分析の応用」


佐藤　友紀
島津ジーエルシー（株）
４． 「キャピラリーカラムでの分離・溶出技術について」

一条昭博、安藤晶
ジーエルサイエンス（株）

　参加者　約80名
【特別事業計画】

1． 出版：役に立つガスクロ分析（みみずく舎）2010年7月出版

２．アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み
ＧＣ研究懇談会２０１１年度事業計画

6月頃
：「第311回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


講演テーマ「気体サンプリングと分析の基礎から最前線」

8月3,4,5日
：第17回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(麻布大学)

8月
:「第312回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会－

9月6，7日
：SS2011、講演会・座談会・研究発表会（第313回）（幕張メッセ）

9月7日(半日)
：東京コンファレンス2010講習会(第314回)      （幕張メッセ）

9月27～29日
：「第315回 日本分析化学会第60年会 東京工業大学 講演会」

11月1-3日
：日中韓シンポジウム（ソウル、韓国）参加協力

12月頃
：「第316回 特別講演会、講演テーマ未定」

2012年2月頃
：「第317回 総会と講演会、講演テーマ未定」

地方での活動開始：講演会（北九州、関西）、講習会、研究会等

【特別事業計画】

　アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み

　国際交流（韓国）
